
三井物産､ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ本部の米谷と申します｡本日は宜しくお願い致します｡
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それでは､お手元の資料の3ﾍﾟｰｼﾞからご説明させて頂きます｡ここでは､私どもﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ本
部における本案件の位置付けについて触れさせて頂きます｡

昨年のｲﾝﾍﾞｽﾀｰﾃﾞｲでもご説明させて頂きましたが､ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ本部は､ｲﾝﾌﾗ案件､ﾌﾟﾗﾝﾄ案
件等を担当しており､その中でも3つの主要事業､具体的には『電力事業』､『海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ事
業』､『ｶﾞｽ配給事業』を中心に､全世界で展開を行っております｡この中でも､特にｵﾌｼｮｱでの
石油､ｶﾞｽ開発用の設備供給を担う海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ事業は､当本部の収益を支える柱となって
おります｡
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次に､4ﾍﾟｰｼﾞ目をご覧下さい｡海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ事業の中でも､浮体式洋上石油生産設備事業､
すなわちFPSO事業ですが､これを中心に我々は取り組んでおります｡本事業は､私共が
14.86%を出資する三井海洋開発株式会社(MODEC)との強固なﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟを基軸に取り
組んでおります｡

注力地域は､当社のﾌﾟﾚｾﾞﾝｽが大きいﾌﾞﾗｼﾞﾙで､ここが主要ﾏｰｹｯﾄです｡私共ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ本部

におきましても､ﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽ（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ石油公社）との長年にわたる取引があり､数々の大型ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄの実績を有しております｡現在に至るまで､ﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽ向けの各種大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ案件の
成約実績は約2兆円に上っております｡こうしたﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽのとの好関係を生かして､MODEC
と共にﾌﾞﾗｼﾞﾙでのFPSO事業を拡大させて参りました｡

ﾌﾞﾗｼﾞﾙでは､ｵﾌｼｮｱの油田の生産ｺｽﾄは非常に安く､高い競争力があります。従い、油価低
迷期においても高水準の生産が継続されております｡当社とMODECは､既存のFPSO事業で

操業率の向上やｺｽﾄ削減に取り組んでおりますが､それに加えて､こうした実績に基づき､新
規案件にも積極的に取り組んでおります｡本日､ご説明致します2件のFPSOを含めると､当社
が保有するFPSOは､建造中含め世界5ｶ国で合計18隻､そのうちﾌﾞﾗｼﾞﾙでは12隻を保有して
おります｡
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次に､5ﾍﾟｰｼﾞ目､案件概要をご参照下さい｡ここから､今回の2件の案件の概要についてご説
明致します｡

まずは､鉱区の所在地ですが、今回受注致しました2隻のFPSOは､ﾌﾞﾗｼﾞﾙの沖合約200ｷﾛﾒ
ｰﾄﾙに位置するｻﾝﾄｽ盆地と呼ばれる海盆にある2つの鉱区､ｾﾋﾟｱとﾒﾛに係留予定です｡い
ずれも水深が2,000ﾒｰﾄﾙを超える超大深海と言われている海域であり、さらにその海底か
ら約5,000ﾒｰﾄﾙを掘り下げた､ﾌﾟﾚｿﾙﾄ層と呼ばれる岩塩層直下の地層から原油をくみ上げ
る設備です｡

事業ｽﾄﾗｸﾁｬｰは､右の図の通りで､当社とMODECが中心となって出資する事業会社SPCが
FPSOを保有し､ｵﾍﾟﾚｰﾀｰを務めるﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽにﾁｬｰﾀｰする形でｻｰﾋﾞｽを提供致します｡この事
業会社の当社の持ち分は32.4%の筆頭となっております｡
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次に､6ﾍﾟｰｼﾞ目をご覧ください｡2件の案件概要はここにまとめた通りですが､ﾒﾛ案件で
は外資が参画していることから､鉱区ｵｰﾅｰが若干異なっておりますが､それ以外は2隻
共ほぼ同じ内容となっております｡いずれもﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽがｵﾍﾟﾚｰﾀｰで､VLCC型の大型ﾀﾝｶ
ｰをﾍﾞｰｽとした世界最大級のFPSO設備となっております｡

傭船期間は､それぞれ21年と22年｡

出資構成は､当社・MODECに加えまして､最近の既存FPSOでも協業しております商船
三井が20.6%､丸紅が17.6%､三井E&Sﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽが9.3%を共同出資しております｡

このFPSOの建造､据付は､MODECが事業会社から請け負う形です｡

また､操業は､MODECのﾌﾞﾗｼﾞﾙの現地法人が､ﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽから直接､契約を受けて行う
予定です｡
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次の7ﾍﾟｰｼﾞをご覧下さい｡FPSOの設備概要につきまして補足説明させて頂きます｡FPSO
とは､Floating, Production, Storage and Offloading systemの略称で､日本語では、浮体
式海洋生産貯蔵積出設備となります｡

ここに示した図の通り､まずは洋上で海底から汲み上げた原油､ｶﾞｽ､水分の混ざったも

のを分離し､そこから分離された原油を設備内のﾀﾝｸに貯蔵した後､直接､輸送ﾀﾝｶｰへ積
み出しを行う施設です｡FPSOは､いわゆるｵﾌｼｮｱでの浮体式石油･ｶﾞｽ生産設備の約6割
を占める､最もﾎﾟﾋﾟｭﾗｰな生産設備で、現在､全世界で約170基のFPSOが操業しておりま
す｡

今回のﾁｬｰﾀｰ契約の範囲はFPSOのみで､この図で言いますと､海底の井戸元の設備や

､原油を汲み出して､上げてくるﾗｲｻﾞｰといったﾊﾟｲﾌﾟは今回の契約には含まれておりませ
ん｡
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次の8ﾍﾟｰｼﾞをご覧下さい｡これは､石油資源のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝにおけるFPSOの位置付けを

示したものです｡炭鉱､開発､生産､精製､販売といったｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝにおいて､まずは埋
蔵量が確認されてから､さらに技術的に採掘可能であることの検証が完了し､技術的に
も､商業的にも事業化が可能と判断された段階でFPSOが導入されます｡従いまして､
FPSOのﾁｬｰﾀｰﾋﾞｼﾞﾈｽにおきましては､いわゆる原油の埋蔵量ﾘｽｸや､原油の生産･採

掘ﾘｽｸといったものは基本的にはﾘﾓｰﾄになっており､長期のﾁｬｰﾀｰ契約に基づき､安
定した収益が得られるﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙとなっております｡
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次の9ﾍﾟｰｼﾞをご覧下さい｡ここでは､ﾏｰｹｯﾄ環境について説明させて頂きます｡FPSOを

含む浮体式海洋石油･ｶﾞｽ生産設備の将来の投資計画を纏めたものですが､この資料
の通り､地域的にはｱﾌﾘｶ､東南ｱｼﾞｱ､ﾒｷｼｺ湾､ﾌﾞﾗｼﾞﾙといったところでの需要が顕著と
なっております｡この中でも､ﾌﾞﾗｼﾞﾙ沖､そして西ｱﾌﾘｶ沖は水深2,000ﾒｰﾄﾙを超える､い
わゆる大深海と言われております｡こうした大深海鉱区においては､FPSOの設備も大変
巨大化しており､また設備も複雑化することから､この業界の先駆者でありますMODEC

が保有する高度な技術とﾉｳﾊｳで､他社を差別化することができております｡この差別化
力を生かして､当社も､特にﾌﾞﾗｼﾞﾙ､西ｱﾌﾘｶ地域を中心に､今後､引き続き注力していく
予定です｡
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次の10ﾍﾟｰｼﾞをご覧下さい｡ここでは､ﾊﾟｰﾄﾅｰであるMODEC社の概要を纏めております
｡先ほど申しましたとおり､当社はMODEC社の14.86%の株式を保有する第2位の株主で
あり､MODEC社自身は､浮体式海洋設備の設計､建造､据付､販売､ﾘｰｽ､さらにはｵﾍﾟﾚ

ｰｼｮﾝを行う､この分野での専業会社です｡特に､高い技術と実績を求められるﾌﾞﾗｼﾞﾙ等
の大深海におきまして競争力を発揮しております｡

これに､当社のﾌﾞﾗｼﾞﾙでの営業実績を生かした営業協力が功を奏しまして､ﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽ
向けに実績を積み重ねて参りました｡現在では､ﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽ向けのFPSOの納入隻数､並
びにFPSOから生産される原油､ｶﾞｽの生産量ともにﾅﾝﾊﾞｰﾜﾝとなっておりまして､同社の
原油生産量の2割以上は当社が保有するFPSOによるものです｡

こうした大型のFPSO事業は､参入障壁が高く､一般的に海洋分野は欧州勢が強いと言
われている中で､本邦の企業がﾌﾟﾚｾﾞﾝｽを発揮し得る稀有なｹｰｽとなっております｡

今後とも､ﾌﾞﾗｼﾞﾙを中心に､継続的にFPSOのﾁｬｰﾀｰﾋﾞｼﾞﾈｽが出てくる見通しです｡当社
は､MODECとの協業体制をさらに強化して､受注を積み上げていく方針です｡
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最後に､11ﾍﾟｰｼﾞですが､ここに当社が保有致します18隻のFPSOを纏めております｡現在
稼働中のものが14隻､建造中のものが3隻､そして係船中が1隻となっております｡ 私の
方からは以上でございます｡

11



12


	伯国/Petrobras向け 
FPSO保有・ﾁｬｰﾀｰ商内への出資参画
	Agenda
	1. 当本部における本案件の位置づけ
	2. 海洋エネルギー事業への取り組み 

	3. 案件概要
	4. FPSO事業概要
	5. 環境認識-浮体式海洋石油・ｶﾞｽ生産設備数予想
	6.事業ﾊﾟｰﾄﾅｰMODEC社概要
	7.FPSO実績



